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A 観光 東京 ○
B 調理 東京 ×
C 調理・製菓 東京 ×
D 製菓 神奈川 ×
E 製菓 埼玉 ○
F 製菓 埼玉 ×
G 調理・製菓 埼玉 ○
H 調理 千葉 ×
I 製菓 千葉 ○
J 製菓 東京 ○
K 製菓 東京 ○
L 調理 東京 ○
M 製菓 東京 ○
N 調理・製菓 東京 ○
O 製菓 東京 ○
P 製菓 東京 ○
Q 調理・製菓 東京 ○
R 調理・製菓 東京 ○
S 調理・製菓 東京 ○
T 調理・製菓・医薬 東京 ×
U 製菓 東京 ○
V 栄養 東京 ○
W 調理・製菓 東京 ○
X 製菓・ペット 東京 ○
Y 製菓 東京 ○
Z 製菓 東京 ○
a 製菓 神奈川 ○
b 調理・製菓 新潟 ○
c 製菓 新潟 ○
d 調理・製菓 新潟 ○
e 調理 新潟 ○
f 調理・製菓 長野 ×
g ビジネス 長野 ○
h 栄養・看護 茨城 ×
i 栄養・調理・製菓 茨城 ○
j 製菓 栃木 ○
k 製菓・福祉 栃木 ○
l 調理 栃木 ○
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学科に対する理解が深まった 4.439 3.707 3.976 4.195 4.220 3.683 3.805 
ブログのイメージと実際の授業や
学生生活は一致している
4.488 4.146 4.220 4.098 4.146 3.878 4.000 





































































学科に対する理解が深まった 4.695 4.712 3.373 4.339 4.339 4.102 3.593
９期生比較 ↑0.256 ↑1.005 ↓0.603 ↑0.144 ↑0.119 ↑0.419 ↓0.212
ブログのイメージと実際の授業や
学生生活は一致している
4.492 3.559 3.356 4.186 4.136 3.898 3.542
９期生比較 ↑0.004 ↓0.587 ↓0.864 ↑0.089 ↓0.011 ↑0.020 ↓0.458
ブログ内容は充実している 4.322 3.695 3.746 3.966 4.136 3.780 3.763
９期生比較 ↓0.117 ↓0.256 ↓0.279 ↓0.351 ↓0.108 ↓0.123 ↓0.335
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次より閲覧頻度が減少したと回答する一方、閲覧頻度が増加した学生も15.6％いた。閲覧頻度
が減少した理由は、「知りたい・見たい情報がない」学生は22.2％にとどまり、８割近くの学
生に確たる理由は見受けられなかった（図９）。また、卒業後もブログを閲覧すると回答した
学生は全体の１割に満たなかったが、「現在ブログを閲覧したことがないが卒業後は閲覧する」
学生が２名おり、見たい記事内容として「授業風景」「教員や助手の近況」「学科イベント情
報」などが挙げられた。
Ⅳ．考察と課題
１．考察
ブログ運営会社から提供されたアクセスログの解析を行った結果、『メジスイーツblog』は
毎月のべ1,000人前後のvisit、3,000前後のPVを維持していることから、一定数の読者を確保
できていると言えよう。そして、検索キーワードに「目白」「短大（大学）」「製菓」のうち２
つ以上を含む検索が14.4％、ブログ名「メジスイーツ（mejisweets）」を含む検索が27.9％あ
ったほか、本学の大学・短大HPからのリンクによるアクセス数が全体の約10％を占めている
ことから、本学科に対する興味をきっかけとしてブログにアクセスする閲覧者が多いことが明
らかになった。また、９期生と10期生に対するアンケート調査の結果比較から、高校時代の
進路検討の際、進学先の大学・短大・専門学校の情報を調べる方法としてはインターネット検
索（特にスマートフォンによる検索）が主流で、高校の進路指導資料や興味のある学校の入学
案内を取り寄せた場合もかなりの割合でインターネット検索が並行して利用されており、進路
検討の情報収集方法が圧倒的にインターネット検索に依存していることが裏付けられた。その
中で、オープンキャンパスや体験実習において実施した積極的なブログ告知の効果と継続的な
記事配信により、26年度に比べて27年度は入学検討者からのブログ認知度が非常に高く閲覧
頻度もアップしており、読者数は増加傾向にあると言えるだろう。以上のことから、『メジス
イーツblog』が入学検討者に対する本学科の情報発信ツールとして一翼を担っていることは明
らかであり、学科ブログ開設の目的である中学高校生を主ターゲットとした製菓専門学校との
差別化、また学科の取り組みとその特徴を周知することにおいて、一定の成果が得られている
と考えられる。
また、ブログ開設当初から平成27年５月末日までに掲載された記事のテーマ別掲載数、記
図９
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事テーマ別のPV数の上位５位は９期生アンケートの「興味のある記事内容」の結果と一致し
ており、10期生アンケートの「進路検討時に検索した内容」ともほぼ一致している。このこ
とから、『メジスイーツblog』の掲載内容は、主ターゲットとなる入学検討者および在学生が
必要としている情報について重点的に情報発信を行っており、閲覧者のニーズに適っていると
言えよう。そしてそれが前述の閲覧頻度のアップや定期的な読者獲得にもつながっていると考
えられる。また、「学科に対する理解が深まった」「実際の学校生活とブログイメージは一致し
ている」「ブログ内容は充実している」の３点において平均して９期生の評価が比較的低かっ
た記事テーマ「実習以外の授業」「学校施設」「学科の教員」に対する10期生の評価は上昇し
ておらず、情報発信不足を解消するには至っていないが、９期生アンケートで３点すべてにお
いて評価が4.0に届かなかった「在学生の学生生活」については上昇傾向が見られたことから、
記事配信数を増やした成果が現れていると考えられる。一方で、「学科に対する理解が深まっ
た」の評価は全体的に上昇傾向にあるにも関わらず、すべての項目について「ブログ内容は充
実している」の評価が前年を下回る結果となった原因としては、更新頻度の減少、閲覧者増加
によるニーズの拡大などが考えられるが、現在のところ裏付けはとれていない。
さらに、在学２年目の９期生に対する追跡調査の結果、２割以上の読者の閲覧頻度が１年次
に比べて減少したこと、卒業後もブログを閲覧すると回答した学生は全体の１割に満たなかっ
たことから、読者の長期的な確保が難しいことが明らかになった。一方で、閲覧頻度が増加し
た学生が15％以上、「現在ブログを閲覧したことがないが卒業後は閲覧する」と回答した学生
も数名もおり、卒業後にブログで見たい記事内容として「授業風景」「教員や助手の近況」「学
科イベント情報」などが挙げられたことから、ブログで配信している桐和祭や企業コラボの日
程、実習授業や教員の近況などが卒業生同士で連絡を取り合ったり来校したりするきっかけと
なりえることが裏付けられた。
２．課題
掲載記事の充実度として、「製菓実習授業」「企業コラボ」「学校行事」については高い評価
が得られている一方で、「製菓実習以外の授業」「学内の敷地や設備」「在学生の学生生活」な
どは情報供給量が少なく、充実度が低いという評価につながった。記事執筆にあたっては、話
題性や写真の華やかさがあり、主執筆者である学科助手が取材しやすい授業、つまりは製菓実
習授業にどうしても偏りがちになるが、ブログの主ターゲットである入学検討者にとっては
「製菓実習以外の授業」「学内の敷地や設備」「在学生の学生生活」なども同様に重要な検討事
項であり、情報公開を望まれていることは明らかである。今後は、講義科目の授業の様子やキ
ャンパス風景、在学生のサークル活動など、特に専門学校との差別化に効果の高い記事配信を
増やしていく必要があると考えられる。
また、ブログのPVやvisitの増加のためには知名度アップのため露出の拡大と宣伝が必要不
可欠である。主ターゲットである入学検討者に効果の高い宣伝効果として、在学生やその保護
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者による口コミが考えられるため、在学生のブログに対する関心を深めることで口コミの宣伝
効果を得ることを目的として、学生による記事執筆を検討した。しかし、短期大学部は在学期
間が短く学生を育成しても長期的に関わることが出来ないため、大学のゼミのように学生主導
で運営することは難しく断念せざるを得なかった。現在、在学生とブログ配信の関わりとして
は、授業写真の撮影を手伝ったり、サークル活動の紹介等で記事のネタとして写真やコメント
で協力することなどが挙げられるが、直接ブログ配信に関わっているという意識は薄いため、
ブログに対する思い入れを強める効果があるとは考えにくい。また、学生のブログ閲覧頻度は
在学期間が長くなるにつれて減少傾向にあり、卒業後もブログを閲覧すると回答した学生は全
体の１割に満たなかったことからも、在学生の閲覧者を長期的に確保し口コミの宣伝効果を狙
うことは現状では難しいと言える。
Ⅴ．おわりに
課題として挙げたブログのPVやvisitの増加のための方策としてブログ読者層の拡大も検討
したが、読者層を拡大すれば必然的にターゲットは分散してしまうため、『メジスイーツblog』
は入学者のブログ認知度と閲覧者の増加を意識し、ブログイメージと実際の学校生活との齟齬
を無くしていくことを目標として配信を続けてきた。開設から約2年が経過した現在、学科ブ
ログ開設の目的である中学高校生を主ターゲットとした製菓専門学校との差別化、また学科の
取り組みとその特徴を周知すること、加えて卒業生との繋がりを維持強化していく手段として
も一定の効果が得られており、今後も継続して取り組んでいく必要があると考えている。
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